












Building an Alternative City for Evacuees from Nuclear Disasters




In the wake of the Fukushima Daiichi nuclear disaster, Japan has tried to search for a solution to 
its current dilemma in the affected areas by referring to the experiences of Chernobyl disaster. The 
purpose of this paper is to explain the process of building an alternative city and settlement for evacuees, 
clarifying the situation of the community formation in the new city. The author demonstrates various 
mistakes in that reconstruction policy as a solution for the settlement of evacuees, and shows that there 
was a need for greater understanding of the differences in the society and customs of the people of 
Ukraine.
キーワード：原発事故、チェルノブイリ、スラブチチ、代替都市、復興政策
Keywords： nuclear disaster, Chernobyl, Slavutich, alternative city, reconstruction policy
























 1） 福島大学うつくしまふくしま未来支援センター事業「2013年度ふくしま復興塾事業報告書」（2013年 8 月12日―17日）http://
fukushima-fj.com/wp-content/uploads/2014/02/9a7cbebb737c2ee11372e7d02d7c323f.pdf（2014年 7 月30日閲覧）
 2） 佐賀県武雄市議会議事録（2012年 3 月13日）、42頁http://www.city.takeo.lg.jp/shisei/shigikai/201203/20120313_1.pdf（2014年
7 月30日閲覧）；第183回国会原子力問題調査特別委員会記録、第 6 号（2013年 5 月28日）http://kokkai.ndl.go.jp/SENTAKU/
syugiin/183/0265/18305280265006a.html（2014年 7 月30日閲覧）；浪江町復興計画策定委員会第 5 回まちづくり計画検討部




任がある」『週刊ダイヤモンド』2013年 3 月 2 日号http://dw.diamond.ne.jp/articles/-/4523（2014年 7 月30日閲覧）；「チェルノ
ブイリの教訓（ 2 ）細野原発担当大臣への提案」テレビ朝日『報道発　ドキュメンタリ宣言』2011年 8 月 6 日放送；奈良林直・
濱本和子他「夢の町スラブチッチを福島に」http://www.p-nsu.org/image/symposium/sym1/pnsu_sym01_2_1.pdf（2014年 7
月30日閲覧）など多数。
 3） 経済産業省資料「町土復興・再生の第一ステップとしての大河原復興拠点整備」（2014年 2 月17日）http://www.meti.go.jp/
earthquake/nuclear/pdf/140217/140217_02h.pdf（2014年 7 月30日閲覧）




























市は発電所から 3 ㎞の地点に、原発の着工に先駆けて1970年 2 月 4 日に誕生した。86年に打ち出さ
れたソ連の第12次 5 か年計画でも、「エネルギー部門での科学技術の進歩の鍵となる分野は、原発










プリピャチ市では当初、 7 万5000～ 7 万8000人規模を目指して設計されており、原発事故当時の人
口は 4 万9360人 9）で、まだ発展の途中であった。
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図 1 　スラブチチ市とその周辺のセシウム137による放射能汚染地図
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表 1 　2013年 7 月 1 日現在のスラブチチ市のチェルノブイリ原発事故被災者の統計
被災者の区分 人数（人）
元事故処理作業員 2898
被災者（第 2 カテゴリー） 1795
被災者（第 3 カテゴリー） 633
















（出典：А. Носовский, Е. Иванов, Славутич: Вопросы радиационной экологии）




















表 2 　2013年 4月27日のスラブチチ市食肉衛生検査所に持ち込まれた主な食品の放射能測定の結果
とウクライナ、日本の基準値との比較
精肉 牛乳 ジャガイモ 乾燥キノコ
スラブチチ市での検査結果（Bq/kg） 10 5 ＊62.5 ＊11360
ウクライナの基準値（Bq/kg） 200 100 60 2500
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チェルノブイリ原発の 5 、 6 号炉の建設は中止されたが、 1 、 2 、 3 号炉は再稼働した。スラブ
チチ市から職員が毎日通勤できるようになったことで、チェルノブイリ原発は通常運転の状態に
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るだろう。
ウクライナの事例から、ソ連政府の試みが30年近く経った現在、どのような結果をもたらしたか
を伺い知ることができる。このような大規模な復興政策の前例は、日本とは異なる社会体制や政治
情勢、そして、メンタリティの違いを十分に理解し、それらの政策を議論した上で、日本の復興政
策に応用していくべきである。日本は、大規模な原発事故という過ちを繰り返してしまった。それ
にもかかわらず、ソ連政府の復興政策の十分な分析をしないまま、日本政府がとらなかった政策を
優れた点として安易に判断し参考にすることは、復興政策においても過ちを繰り返すことになりか
ねない。
新設された都市へは主に若い人々が移住し、また、給料などの待遇が良かったので出生率も高く、
治安の良い都市として知られるようになった。現在も、国際社会の経済支援が続いているため、こ
の傾向は緩やかに維持されているが、今後、支援が得られなくなる時までに産業の転換を成功させ
ることが、新しく形成されたコミュニティの美点を維持することに役立つだろう。
一方、多くの避難者たちは一時避難先に定住した。この一時避難先が首都以外の場所であったな
ら、代替都市への移住を望んだ可能性もあるが、これだけ多くの市民を集団で非常事態に即座に受
け入れられるほどの住宅があるのは大都市に限られてしまう。本稿では、これら避難者の一時避難
先での再定住とコミュニティの維持がされているかについては調べることができなかったので、今
後の課題としたい。
